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１．研究の背景 

 生産年齢人口の減少,グローバル化の進展や絶え間ない

技術革新等により,社会構造や雇用環境は大きく,また急速

に変化しており,予測が困難な時代となっている。子どもを

取り巻く社会環境も大きく変化しており,子どものスポー

ツや外遊びに不可欠な要素である時間･空間･仲間の三つの

間が減少していることが,児童生徒の運動習慣の課題につ

ながっていると考えられている。令和５年度全国体力･運動

能力,運動習慣等調査によると,全国の小学５年生の体育の

授業を除く１週間の総運動時間が 60 分未満の割合は男子

9.0%,女子 16.2％であり,令和４年度調査の結果と比べると

男子は0.2%,女子は1.6％増加していることが分かった1。ま

た,１週間で 420 分以上運動している児童の割合は,男子

50.0%,女子 27.3％であり,１週間の総運動時間と体力合計

点との関連を見ると,420 分以上運動する児童は体力合計点

が高い傾向にあることが分かった。これらの結果から子ど

もたちの運動習慣の二極化の傾向が新たな課題となってお

り,運動に意欲的でない児童のさらなる身体活動量の低下

や運動離れが懸念されている。この傾向は筆者の勤務校で

も見られ,休み時間に校庭で運動をする児童と,そうでない

児童が固定化されていることが課題となっている。運動に

意欲的でない児童にとっては,１週間の中で体育の授業の

みが体を動かす時間となっている場合もある。 

このような状況の中で運動に対して意欲的な子もそうで

ない子も,全員が運動の楽しさや喜びを感じることができ

る体育授業を展開することが求められている。その実現の

ためには全ての児童が運動の特性を味わい,発達の段階に

応じた楽しさや喜びを感じながら,自己の伸びや学びの成

果を積み重ねる学習を展開していく必要がある2。そこで,児

童の技能差や運動への意欲に差が出やすいとされる器械運

動系,特に跳び箱運動の学習を本研究では扱う。器械運動に

苦手意識をもつ児童が多い理由として,｢器械運動系は運動

技術の数が多く,それぞれの技に対して｢できる/できない｣

が明確であるため,つまずく児童が多いことによる。｣(中澤

2020)が挙げられている3。従来の跳び箱運動の学習では,こ

の｢できない｣を｢できる｣に変えることを目指す｢知識及び

技能｣偏重な体育授業となることが多く4,運動が苦手な児童

にとって意欲的に取り組みにくい運動領域となってしまう

ことが多かった。このような跳び箱運動の学習において全

ての児童が運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう

な授業を展開することは,運動に意欲的に取り組む児童を

育成するためにも重要なことだと筆者は考える。 

そして,運動の楽しさや喜びを味わう体育授業を行うた

めには,生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなス

ポーツライフを実現するための３つの資質･能力を育成す

る必要がある。３つの資質･能力をバランスよく育成するた

めには,それぞれの資質･能力を｢いつ･何を･どのように｣指

導し,評価するかを示した単元デザインが重要となる。その

単元計画の中で児童の３つの資質･能力をバランスよく育

む授業を展開すれば,児童一人ひとりが自らの成長を実感

し,運動の楽しさ･喜びを十分に味わうことができるであろ

う。資質･能力の３つの柱をバランスよく育成する授業実践

の中で運動の特性を味わい,その結果として主体的に運動

に取り組む児童の育成を目指していく。 

 

２．用語の定義  

2.1 運動の特性 

 運動の特性とは,その運動がもつ特有の性質を意味する

言葉であり,学習のねらいと同時に学習過程を方向付ける

もとになるものである。この運動の特性は，さまざまな視点

から考えられるが,一般的には｢効果的特性｣｢構造的特性｣

｢機能的特性｣の３つで捉えられている。｢効果的特性｣とは,

心身の発育発達や体力の向上に及ぼす効果面に着目した特

性(体力の向上など)のことである。｢構造的特性｣とは,その

運動固有の技能構造に着目した特性(運動技能の習得など)

のことである。そして,｢機能的特性｣とは,その運動にどん

な魅力を感じてどんな欲求を充足していくかに着目した特

性(運動の楽しさや喜びなど)である。 

 これまでの体育の学習指導においては,運動の効果的特

性に着目した指導に重点があったが,生涯スポーツの観点

を重視したことから構造的特性に着目した指導に重点が移

り,そして現在では,その運動固有の楽しさや喜びを味わう

ための機能的特性に着目した学習指導へと発展してきてい

る5。一人ひとりの児童が自ら進んで運動に取り組むために,

運動の本質的な楽しさや喜びを味わわせることが重要であ

る。そのためにも,それぞれの運動の｢機能的特性｣を味わう

ことを学習の目的や内容として位置付け,それを深める方

向で学習指導の展開を図ることが大切である。 

これらの考えを基に,筆者は松田(2016)の運動の特性の

捉え方についてを参考にして,本研究における跳び箱運動

の機能的特性を以下のように定義づけた6。 

①普段の生活の中では感じにくい運動感覚(逆さ･腕支
持･回転･跳ね･高さ…)を味わう楽しさ 

②技ができる/できないのドキドキ･ワクワクを味わう楽
しさ 

③自らの目標とする技を習得できた時の楽しさ･喜び 



 

 これらの運動の機能的特性を味わうためには,児童は進

んで運動に取り組んだり,自らの課題と向き合い,その解決

のための活動を選んだり,知識や技能を身に付けていった

りすることが求められる。３つの資質･能力のバランスのよ

い育成を通じて,運動の機能的特性をより深く味わうこと

ができるようになると筆者は考える。 

2.2 資質･能力 

 現在の学校教育において,実際の社会で活用できる資質･

能力の育成が期待されている。そのために平成29年告示学

習指導要領では,知･徳･体にわたる｢生きる力｣を児童生徒

に育むために｢何ができるようになるか｣を最優先の課題と

して議論が進められ,育成を目指す資質･能力として,｢知識

及び技能(何を理解しているか,何ができるか)｣｢思考力,判

断力,表現力等(理解していること･できることをどう使う

か)｣｢学びに向かう力,人間性等(どのように社会･世界と関

わり,よりよい人生を送るか)｣の３つの柱が示された7。児童

生徒一人ひとりが,情報化やグローバル化といった社会的

変化を前向きに受け止め,これからの予測ができない社会

に対して人や物と進んで関わり合い,自己の良さや可能性

を発揮しながらよりよい未来の担い手となる力を身に付け

られるようにすることが求められている。体育科において

は,豊かなスポーツライフを実現させるための資質･能力を

育成することが目標となっている。体育科の指導内容であ

る｢知識及び技能｣｢思考力,判断力,表現力等｣｢学びに向か

う力,人間性等｣をバランスよく,確実に身に付けるように

学習する過程で運動･スポーツの価値を知り,自分と運動と

のよい関わり方を見つけていくことが,現行学習指導要領

での体育授業に求められていることと言える。 

 

３．学習指導要領における育成を目指す資質･能力の内容 

3.1 教科の目標  

体育科の目標は,小学校教育の中で体育科が担うべきも

のを示すとともに,体育科の学習指導を方向付けるもので

ある。以下,体育科の目標を示す。(図１) 

 体育や保健の見方･考え方を働かせ,課題を見付け,その

解決に向けた学習過程を通して,心と体を一体として捉え,

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ

イフを実現するための資質･能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 

(1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活

における健康･安全について理解するとともに,基本

的な動きや技能を身に付けるようにする。 

(2) 運動や健康についての自己の課題を見付け,その解決

に向けて思考し判断するとともに,他者に伝える力を

養う。 

(3) 運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を

目指し,楽しく明るい生活を営む態度を養う。 

 

3.2 器械運動(跳び箱運動)の目標(第５学年及び第６学年) 

低学年の器械･器具を使っての運動遊びと中学年の器械

運動の学習を踏まえ,高学年では,器械運動の楽しさや喜び

を味わい,その行い方を理解するとともに中学年で学習し

た基本的な技を安定して行ったり,その発展技や更なる発

展技に取り組んだり,それらを組み合わせたりして技を身

に付けるようにし,中学校の器械運動の学習につなげてい

くことが求められている。 

(１) 知識及び技能 

   ウ 跳び箱運動では,切り返し系や回転系の基本 

的な技を安定して行ったり,その発展技を行 

ったりすること。 

 (２) 思考力,判断力,表現力等 

    自己の能力に適した課題の解決の仕方や技の組み

合わせ方を工夫するとともに,自己や仲間の考え

たことを他者に伝えること。 

 (３) 学びに向かう力,人間性等 

    運動に積極的に取り組み,約束を守り助け合って 

運動をしたり,仲間の考えや取組を認めたり,場や 

器械･器具の安全に気を配ったりすること。 

 

４．研究の目的と方法  

4.1 研究の目的 

 児童全員が資質･能力３つの柱をバランスよく育成する

体育授業を展開することを通して,跳び箱運動の機能的特

性を十分に実感することを目的とする。 

【仮説】 

児童が３つの資質･能力をバランスよく身に付けること

ができる学習を展開することで,運動の機能的特性を十分

に味わうことができるであろう。 

4.2 検証方法 

 埼玉県K市立N小学校で授業実践を行う。N小学校は１学

年２～３クラスの中規模校である。今回の研究では５年生

１クラス(在籍児童数 34 名)を対象とし,令和５年 11 月,全

７回の授業を行った。 

(１)単元前後の児童の技能調査の変容とアンケート調査 

(２)診断的･総括的授業評価の数値の比較 

(３)抽出児童の３つの資質･能力の変容による考察 

(４)単元後の児童の運動の特性の捉え方調査での考察 

 これらの検証方法を用いて,３つの資質･能力のバランス

の取れた育成が,跳び箱運動の機能的特性を味わうことに

つながるのかについて検討していく。 

4.3 研究の手立て 

 4.3.1 全員が跳び箱運動の特性を味わうための場の設定 

 跳び箱運動は,台上から落下したり,手足を跳び箱などに

ぶつけたりするなどの怪我が起こりやすい運動である。実

際に対象クラスの児童の中にも過去の跳び箱運動の学習中

に骨折や打撲などの怪我をしたことのある児童がおり,そ

のことが積極的な運動への関わりを阻害する要因の一つと

なっている。また,児童が獲得を目指す技の数が多く,それ

ぞれの技に対して｢できる/できない｣が明確であり,一人ひ

とりの児童に必要な技能や練習が異なることも特徴であ

る。そのような跳び箱運動の学習において,全員が一律の活

動を行うことは有効とは言えないのではないかと筆者は考

えた。児童一人ひとりが今,目指している技を行う上で何が

課題になっているのか,その課題を解決するために必要な

図１ 学習指導要領上の小学校体育科の目標 



 

活動は何かを考え,選択することが思考力,判断力,表現力

等の育成のためにも,運動の特性を味わうためにも必要な

ことである。そこで,多様な児童の実態に対応した各種の活

動の場を設定した。より高度な発展技に挑戦したい児童は

それぞれの技のポイントを意識するための場で練習し,基

本技をしっかりと習得したいという児童は安全性の高い,

安心感のある場で活動することができるようにした。 

4.3.2 資質･能力をバランスよく育成するための単元デザイン 

 資質･能力の３つの柱をバランスよく育成するためには,

各単位時間のつながりを意識しながら｢いつ｣｢何を｣｢どの

ように｣指導するかを明確にした単元のデザインが必要で

ある。今回の学習では,表１のようにそれぞれのつながりを

児童が理解できるように単元計画を設定した。 

表１ 単元計画の概略(全７時間) 

① 教材と出会い,学びの見通しをもって単元の全体像

をつかむ段階(第１時) 

② 自分の課題を掴み,課題に合った場を選んで練習

し,課題を解決する段階(第２～６時) 

③ 発表会での演技を振り返り,自己や仲間の伸びを実

感する段階(第７時) 

具体的には,単元序盤で安全確保や約束を守る｢学びに向

かう力,人間性等｣について学ぶための時間を確保した。単

元中盤では回転系の技についての｢知識及び技能｣を学び,

自らの課題に合った場を選択し,解決するための｢思考力,

判断力,表現力等｣を育むための時間とした。そして,単元終

盤ではこれまでの学習で身に付けた｢知識及び技能｣を確認

し,自らの学習に取り組む姿勢等について振り返ることで

｢学びに向かう力,人間性等｣について学ぶ時間とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童が積極的に学習に取り組むためには,今日の学習で

はどのようなことを学ぶのか,次の時間では何をするのか,

単元全体ではどのような姿を目指すのかといった学習の見

通しを児童がもつことが重要である。児童一人ひとりが単

元の学習後にどのような姿を目指すのかというゴールイメ

ージをもちながら,見通しをもって計画的に学習に臨むこ

とで主体的な学習参加が可能となると考えた。児童が単元

の見通しをもちながら学習参加できるように,各時間の学

習内容･学習の流れの全体像を示した単元計画を児童と共

有した(図２)。児童が今日,何を学ぶのかが理解しやすいよ

うに簡潔な言葉で本時の学習の流れを児童に明示した。ま

た,各単位時間の中で何を学ぶのかを明確にしただけなく,

次の時間とどのようにつながっているかを矢印でつながり

を示し,児童が次時の見通しをもてるようにした。 

５．研究の実際 

5.1 児童の実態 

 K市立N小学校５年児童を対象とした事前調査を行った。 

5.1.1 事前アンケートの結果より(回答29名) 

5.1.1.1 ｢体育の授業は好きですか。｣ 

 

 

 

 

 

 

 

  

体育授業は好きかどうかのアンケートを取ったところ, 

 

｢好き｣｢やや好き｣と答えた児童が 82.7%,｢やや嫌い｣｢嫌い｣

と答えた生徒が17.3%であった(図３)。理由の記述から,｢嫌

い｣と答えた児童は,運動技能の優劣をつけられてしまうこ

とへの抵抗感を感じていることが分かった。 

5.1.1.2 ｢跳び箱運動は好きですか。｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

跳び箱運動は好きかどうかのアンケートを取ったとこ

ろ,｢好き｣｢やや好き｣と答えた児童が 82.7%,｢やや嫌い｣｢嫌

い｣と答えた生徒が 17.3%であった(図４)。｢嫌い｣と答えた

児童は,体育授業についてのアンケートでも｢嫌い｣と答え

ており,理由は｢けがが怖いから｣とあった。 

5.1.2 単元前実施技能実態調査の結果より(実施人数33名)  

単元前に実施した技能調査によると,台上前転の技能を

身に付けている児童は 51.6%と約５割程度であることが分

かった。実際の様子を見てみると台上前転ができない児童

は,跳び箱上で真っすぐに回転できなかったり,台上から落

下する恐怖心等から腰上げが十分にできなかったりする場

合がほとんどであった。中にはこれまでの学習の積み上げ

が十分ではなく,マットでの前転ができない児童もいた。 

5.2 資質･能力を育成し,評価するパフォーマンス課題 

 パフォーマンス課題とは,｢様々な知識やスキルを総合し

て使いこなすことを求めるような複雑な課題｣(西岡 2018)

を言う8。｢深い学び｣を実現するために,教科における｢本質

的な問い｣に対応させた課題であり,｢本質的な問い｣とは,

教科の本質を見極めるようなことを促すような問いであ

る。実際の状況において知識やスキルを総合して使いこ  

なす際に,どのような思考･判断が働き,主体的な態度を伴

 図２ 児童と共有した単元計画 

好き… 
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 図３ アンケート結果(体育の授業は好きですか。) 

 図４ アンケート結果(跳び箱運動は好きですか。) 

嫌い… 
１名(3.5％) 

好き… 
11名(37.9％) 

やや嫌い… 

４名(13.8％) 

やや好き… 

13名(44.8％) 



 

って表現されるのかを評価しようとするのがパフォーマン

ス課題であるため,｢思考力･判断力･表現力等｣と｢主体的に

学習に取り組む態度｣を一体的に育成し,評価することを目

的としている。 

 本研究では,｢創ろう！自分だけの跳び箱ストーリー｣を

パフォーマンス課題とし,跳び箱運動の楽しさを下級生に

伝えるワークシートを作成した。また,単元を通して考える

本質的な問いを,｢どのように工夫して運動をすると,跳び

箱運動の技がより上手になるか？｣として設定し,自分に合

った練習の仕方を見つけることを通して,跳び箱運動の楽

しさ･喜びを実感させたいというねらいがある。 

5.3 単元計画の全体を見通すOPPAシート 

 OPPAシートとは,｢一枚ポートフォリオ評価法（One Page 

Portfolio Assessment）のことで,子どもたちが一枚のシー

トに学習前･中･後の履歴を簡潔に記録していき,子ども自

身が自己評価する方法のこと｣(堀2019)である9。このOPPA

シートを取り入れた学習カードを活用することで,児童自

身が自らの学びの履歴をすぐに見返すことができたり,こ

れから先の学習でどのようなことを学ぶのかを一目で把握

したりすることができる(図５)。また,児童が毎時間行う

｢自己評価｣を見取りながら一人ひとりの児童にどのような

働きかけが必要か考え,自分の授業を省みる｢授業改善｣を

行う指導と評価の一体化を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4 授業実践 

5.4.1 単元の目標･全体の概要 

単元の目標 

(１)跳び箱運動の行い方を理解するとともに,自己の能力

に適した回転系の技を安定して行ったり,その発展技

に取り組んだりすることができるようにする。              

(知識及び技能) 

(２)自己の能力に適した課題を見つけ,その課題の解決の

仕方を考えたり,課題に応じた練習の場や段階を選ん

だりするとともに,課題の解決のために自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができるようにする。                          

(思考力，判断力，表現力等) 

(３)跳び箱運動に積極的に取り組み,約束を守り助け合っ 

て運動をしたり,仲間の考えや取組を認めたり,場や器 

械･器具の安全に気を配ったりすることができるよう 

にする｡(学びに向かう力，人間性等)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全７時間の学習を上記の表２の通り行った。単元序盤では 

安全確保や約束の確認などの学び方の基本について学習し,

｢学びに向かう力,人間性等｣の育成をねらいとした。単元中盤

では｢知る→試す→見つける→練習｣のサイクルを通して,回

転系の技の行い方を知り,実際に運動をすることで課題を発

見し,その解決に向けた練習を行う計画をデザインした。｢知

識及び技能｣を学び,身に付ける過程の中に｢思考力,判断力,

表現力等｣を発揮する場面を位置付けることでそれぞれの資

質･能力をバランスよく育成することをねらいとした。そし

て,単元終盤ではこれまでに身に付けてきた｢知識及び技能｣

を発揮する発表会を設定し,これまでの自己や他者の伸びを

実感できるようにした。その中で単元全体の自己の学びを振

り返り｢学びに向かう力,人間性等｣についての学習を行った。

単元序盤に安全面や約束についての学習を行い,終盤にお互

いに協力し合う姿勢や積極的に学ぶ態度についての学習･振

り返りを行うことで,単元を通して｢学びに向かう力,人間性

等｣の涵養ができる単元計画とした。 

5.4.2 学習の場の設定･感覚つくりの運動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単元前の技能実態調査から,児童が既に身に付けている

技能の差が大きいこと,そして,その実態に至るこれまでの

学習経験もそれぞれ異なっていることが分かった。このこ

とから児童がどのような学習の場を必要としているかを考

慮し,図６のような場を設定した。安全面に配慮した失敗し

ても怪我の心配のない安心感のある場から,自分が目指す

技を習得するためのポイントを焦点化した場まで,児童に

とって必要感のある場が選択できるように設定を行った。 

 また,毎時間の感覚つくりの運動も全員で統一した動き

を行うのではなく,各自の今目指す動きにつながる運動を

行う時間(アスレチックタイム)として設定した。各自が今,

どんな技を身に付けたいかを意識し,その技につながるア

ナロゴン的な動きを行うための時間とした。 

 図５ OPPAシートを取り入れた学習カード 

 図６ 様々な児童の実態に合わせた学習の場の設定 

表２ 単元計画の全体像(全７時間) 

 

 図５ OPPAシートを取り入れた学習カード 



 

5.4.2 単元序盤の学習の様子 

第１時では,全７時間の学習の見通しをもつことをねら

いとし,現状の自身の動きを確かめたり,安全確保のための

活動の行い方･学習の約束の確認を行ったりした。確認した

動きは開脚跳びや台上前転などの基本的な技で,中学年ま

での学習が身に付いている児童にとっては体を自由自在に

操る楽しさやできる喜びを味わうことのできる時間であっ

た。一方で跳び箱運動に苦手意識のある児童にとっては怪

我への怖さから活動量も少なく,自分の｢できなさ｣を感じ

る時間となってしまった。 

5.4.3 単元中盤の学習の様子 

第２時～第５時までの４時間を｢知る→試す→見つける

→練習｣の一連の課題解決サイクルとして設定し,児童に提

示した。具体的には第２時で伸膝台上前転の行い方を知り,

実際に試してみる(知識及び技能)。第３時では自分が行う

伸膝台上前転の動きをタブレットで撮影し,グループで課

題を見つけ,その課題解決のための練習を行う(思考力,判

断力,表現力等)。第４時では首はね跳びの行い方を知り,試

す(知識及び技能)。第５時では伸膝台上前転･首はね跳びの

動きをタブレットで撮影し,見つけた課題を解決するため

の練習の場を選択して活動する (思考力,判断力,表現力

等)。こうした流れで活動を行ったことで,児童は今,自分の

課題は何なのか。そしてその課題を解決するためにはどの

場で練習すると良いのか,ということを考えながら活動す

ることをねらいとした。第６時では,第７時で行う発表会本

番に向けての調整としてお互いの動きの最終確認をする時

間とした。グループの中でお互いの課題の解決のために自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることをねらいとして

学習を行い,発表会に向けて第２時～第５時までの学習を

活かした伝え合いの活動を行った。 

5.4.4 単元終盤の学習の様子 

 第７時では,これまでの学びの集大成として,発表会を行 

った。これまで自分が磨き上げてきた技を発表し,その成果

をお互いに見合うことで単元の学習を通しての成長を実感

することをねらいとした。そして,学習のまとめ･振り返り

とパフォーマンス課題の取組を行い,どのような運動への

取り組み方が有効であったか,自分にとっての跳び箱運動

の楽しさとは何なのかについて考える活動を行った。 

 

６．結果と考察 

6.1.｢知識及び技能｣の習得について 

 

特に自分の力を伸ばしてくれた手立ては何でしたか。(１つ回答) 

① マットを敷いた安全な場での練習(７名) 

① 先生からのアドバイス(７名) 

③ 映像を見て課題を見つけたこと(５名) 

④ 友達の動きを見たこと･友達のアドバイス(３名) 

④ ゴムひもを使った練習(３名) 

⑥ 連結跳び箱での練習(２名) 

⑦ お手本の映像･お手玉を置いた練習･スポンジバー･
アンテナブリッジ･知る･試す･見つける･練習の学
習計画･自分でコツや行い方を調べたこと(各１名) 

単元終了時に今回の学習を通して技能面において特に自

分を成長させた手立てを１つ挙げてもらうと左記のような

回答になった(表３)。そして,この結果を回答した児童の技

能を３つの程度別グループに分け,分類すると次のような

結果になった(表４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技能低位児童(５段の高さの跳び箱で台上前転ができなか

った児童)のほとんどは怪我や回転することへの恐怖心が

あったため,その恐怖心を低減するためのマットを跳び箱

の左右に配置したり,何枚もマットを重ねて設置したりし

た安心感のある場(図７,図８)や教師からの励ましやアド

バイスが有効な手立てとなっていたことが分かった10。 

 

 

 

 

 

 

 

技能中位児童(５段の高さの跳び箱で台上前転･伸膝台上

前転ができるようになった児童)の中で,単元当初は台上前

転ができなかったが学習をするにつれてできるようになっ

た児童は,上記の安全な場での練習が有効となっていた。ま

た,膝を伸ばす,腰の角度を開く,のような具体的な動きを

獲得するための場も有効だったと回答している児童もい

た。技能高位児童(５段の高さの跳び箱で台上前転･伸膝台

上前転ができ,首はね跳び･頭はね跳びができるようになっ

た児童)は,はねるタイミングや膝の曲がり具合などより複

雑な技のポイントを磨くために自己や他者の動きを見るこ

とが有効な手立てとなっていたことが分かった。また,どの

技能レベルの児童においても教師からの声かけ･アドバイ

スは有効な手立てとなっていることも分かった。 

これらの回答から,技能低位の児童にとっては安心感を

もって少しずつでも自分の成長した姿を実感できること,

技能中位から高位の児童にとっては自らの技能をより高度

に磨き上げるための手段を提供することが,それぞれの児

童にとって｢知識及び技能｣を習得するために必要な手立て

であることが分かった。 

次に,特に技能の伸長が著しかった児童の動きの変化を

見てみると,単元前では台上前転ができなかった児童が単

元後半には膝を伸ばし,腰を高く保ったダイナミックな伸

膝台上前転ができるようになった。特に踏み切り･回転局面

表３ 技能面で有効だった手立てについてのアンケート調査 

図７            図８ 

表４ 有効だった手立てについてのアンケート調査② 



 

で大きな変化が見られた(図９)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元前に実施した調査で台上前転ができなかった児童は

16 名であったが,単元後に伸膝台上前転ができるようにな

った児童は６名,台上前転ができるようになった児童は４

名,４段の跳び箱の上にマットを敷いた状態で台上前転が

できた児童は５名,重ねたマットの上で前転ができた児童

は１名であった。技としての｢台上前転｣の完成まで至らな

かった児童もいたが,学習の場の工夫によって,児童の知識

及び技能の向上が見られ,高さのある跳び箱の上で腕で支

持して回転する感覚は全員が味わうことができた。 

6.2.｢学びに向かう力,人間性等｣の涵養,｢思考力,判断 

力,表現力等｣の育成について 

 単元前と単元後にそれぞれ20項目の診断的評価と総括的

評価(髙橋2003)を行った11。診断的評価の実施人数は31名,

総括的評価の実施人数は33名であった。その結果,｢たのし

む(情意目標)｣｢できる(運動目標)｣｢まなぶ(認識目標)｣｢ま

もる(社会的行動目標)｣の全ての項目において単元前と比

べ数値が向上した。 

診断的評価は,単元の指導に入る前に,その学年やその単

元の内容を習得するのに必要な資質･能力を,児童が身に付

けているかどうかをテストなどによって診断する評価であ

り,総括的評価はある一定期間の学習が終了したあと,児童

の目標の実現状況を総括的に明らかにする評価である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診断的評価を行った結果(表５)を表６の診断基準に照ら

すと,｢まもる(社会的行動目標)｣のみ“＋”の評価となり,そ

れ以外の因子項目,総合評価において“０”の評価となった。

特に低かった項目は｢できる(運動目標)｣であり,単元前に

おける運動に対する有能感が低かったことがＱ９の回答の

平均得点が最も低かったことからも分かる。 

 次に,単元後の総括的評価の結果を見ると(表５)全ての

因子項目,総合評価において“＋”となり,当初から“＋”の

評価であった｢まもる(社会的行動目標)｣を含めて全ての項

目において単元前と比べ数値が向上した。因子項目別で変

化の大きかった項目を見ると,最も変化が大きかったのが

｢たのしむ(情意目標)｣であり 1.57 増加した。続いて｢まな

ぶ(認識目標)｣の 1.33 の増加であった。診断的評価で数値

の低かった｢できる(運動目標)｣は 1.07 の増加であり,数値

は向上しているが,前述の二つの項目と比べると伸び幅は

小さかった。これらの結果から,今回の跳び箱運動の学習に

おいて児童は技能面において｢できる｣ようになっただけで

なく,運動の楽しさを見出して活動したり,よりよい学び方

を見つけたりしたことが推察できる。そして,伸びが大きか

った｢たのしむ(情意目標)｣と｢まなぶ(認識目標)｣の育成を

目指す３つの資質･能力と照らし合わせると,それぞれ｢学

びに向かう力,人間性等｣と｢思考力,判断力,表現力等｣と関

係性が深い項目であると言える。今回の学習を通して先述

の多くの児童が｢知識及び技能｣を習得しただけでなく｢学

びに向かう力,人間性等｣と｢思考力,判断力,表現力等｣につ

いてもバランスよく涵養･育成ができたと考えられる。 

6.3. 抽出児童の３つの資質･能力の変容による考察 

 単元前に行った事前アンケート,技能事前調査の結果を

基に｢体育授業が嫌い｣｢跳び箱運動が嫌い｣｢単元前では台

上前転ができない｣と回答した児童Ａさんに対して単元を

通して調査を行った。この児童の体育授業が嫌いな理由は,

｢試合の勝ち負けで争ったり上手な子や下手な子で差が開

いてしまうから｣であった。他者や他のチームと比較の目で

見られることへの苦手意識があり,体育授業を通して他者

と上手く関わることができなかった児童であると考えられ

る。また,跳び箱運動が嫌いな理由は,｢けがをすると痛いか

ら｣と回答しており,跳び箱運動の様々な技ができるように

なったり,様々な感覚を味わう機能的特性を味わうことが

できていなかったりすることが分かる。この対象児童の全

７時間の学習の経過を通して,３つの資質･能力の育成が運

動の機能的特性を味わう経験となっているか検証する。 

6.3.1 抽出児童の授業後インタビューの変容から 

今回対象とするＡさんに毎時間の授業後に｢今日の授業

はどうでしたか。｣と質問するインタビューを行った。その

インタビューの内容と実際の授業の場面を照らし合わせな

がら具体的にどのような活動によって児童の資質･能力の

育成ができたのか考察した。その結果,単元の学習が進む過

程で３つの資質･能力を育成することができ,より跳び箱運

動の楽しさや喜びを味わいながら自ら進んで学習に取り組

むＡさんの姿が見られるようになった。 

１時間目の後のインタビューではできるようになりたい

という気持ちがあるが,失敗する怖さから勇気が出せない

表５ 診断的評価と総括的評価の数値の比較 

表６ 小学校高学年段階の各項目･次元の得点に関する診断基準 

図９ 技能の伸長が著しかった児童の動きの変容の様子 



 

ことを語っている(表７)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし,２時間目からスモールステップで恐怖心を減らし

ながら徐々に自信をもって活動ができるようになってい

く。２時間目では,友達が少しずつできるようになっていく

姿を見て,怖さと葛藤しながら自分も台上前転に挑戦して

みようとする姿が見られた(表８)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時は教師からのやや強引な働きかけがあり,それに

対して渋々やってみる様子であったが,２時間目の後のイ

ンタビューの内容を見ると,勇気を出して挑戦するきっか

けになったようだった。その後のインタビューで最も本人

の喜びの感情が出たのが４時間目であった。初めて５段の

高さで台上前転ができた日であり,本人にとっても印象的

な場面だったのだと分かる(表９)。 

  
 

 

 

 

 

 

 

４時間目で初めて５段の高さで台上前転ができるように

なった時には,同じ場で練習している周りの児童からの応

援や励ましの声かけの効果が大きかったと考えられる (表

９)。教師からの働きかけがスタートにはなっているが,周

りの友達との関わりの中でポイントを見合い,励まし合う

関係によって大きな達成感が得られた瞬間であった。この

ような児童同士の関係性が見られたのは,２時間目の学習

内容である｢それぞれの場で分担された役割を果たそうと

する｣が児童に身に付いてきているからだと推察する。動き

のポイントができているかアドバイスし合う関係ができて

いるため,運動に意欲的でないＡさんも温かい雰囲気の中

で思い切り運動ができたものと思われる。これらの安心感

のある場の工夫や,周りの児童との見合い,伝え合いによっ

てＡさんの技能が確実に向上していく様子が見られた。 

 

  
 

 

 

 

単元後半になると,台上前転を発展させ,伸膝台上前転を

目指した練習をするようになった。その際には技のポイン

トを確認したり,そのポイントを意識するための練習を選

んだり,友達とアドバイスし合う姿が多く見られるように

なり,単元当初と比較すると仲間と関わり合いながら積極

的に活動に取り組む様子が見られるようになった(表 10)。

技を習得した経験から進んで技のポイントをアドバイスで

きるようになり,お互いに見合い,伝え合う場において自分

の役割を果たそうとする姿が見られるようになった。 

6.3.2 抽出児童のパフォーマンス課題の内容から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元当初の自らの姿から,学習を通してどのような姿を

目指したいのかについて学習前に記述し,学習後に自らの

姿を見てどのような変化があったか,そしてそのような姿

になるためにどのような練習をしたのか,そして跳び箱運

動の｢楽しさ｣｢面白さ｣とはどのようなものかについての考

えを記述させた(図10)。 

｢どのような練習の工夫をしたか｣については,Ａさんに

とって,怪我への怖さが根底にあったため,安全で安心でき

る場で,少しずつ難易度を高めていくことによって跳び箱

運動への抵抗感を減らしていったようである。自分に合っ

た学習の場を知り,選択できるようになったことが意欲的

な取組につながったと考えられる。このことから,自己の能

力に適した課題を知り,そのための練習を選ぶ思考力,判断

力,表現力等の育成ができたことが分かった。 

表７ Ａさんへのインタビュー記録 

表９ Ａさんのエピソード記録(４時間目) 

 図10 Ａさんが作成したパフォーマンス課題 

表10 Ａさんのエピソード記録(５時間目) 

表８ Ａさんのエピソード記録(２時間目) 



 

そして,本人にとっての跳び箱運動の楽しさを｢踏切板を

力強く跳ぶとき,ピタっと着地が決まったとき｣としてい

る。これらの楽しさは,今回筆者で定義付けた３つの機能的

特性のうちの｢①普段の生活の中では感じにくい運動感覚

(逆さ･腕支持･回転･跳ね･高さ…)を味わう楽しさ｣と｢③自

らの目標とする技を習得できた時の楽しさ･喜び｣と対応し

ている。学習後のコメントでは｢ピタっと着地ができたとき

はうれしさがとまらなかったです｣とあり,跳び箱運動の楽

しさや喜びを十分に感じている様子が伺える。上記で述べ

たような自分に合った学習の場を見つけ,勇気をもって練

習したことがＡさんの思考力,判断力,表現力の育成と知識

及び技能の習得につながった。そして,その｢できるように

なった｣実感をしっかりと感じられたことで跳び箱運動へ

のより積極的な参加が可能となり,学びに向かう力,人間性

の涵養へとつながったと考えることができる。 

6.3.3 抽出児童の変容による結論 

 Ａさんの授業後インタビューとエピソード記録の変容か

らは,基本的な回転技ができるようになった,知識及び技能

が習得されていく過程が分かった。パフォーマンス課題の

記述からは,自分に合った学び方を見つけることができ,思

考力,判断力,表現力等の育成ができたこと,そして積極的

に学習に取り組むことができたことによる学びに向かう

力,人間性等の涵養ができたことが分かった。これらの３つ

の資質･能力のバランスの取れた育成によって,跳び箱運動

に意欲的でない児童であっても跳び箱運動の機能的特性を

十分に感じることができたことが明らかになった。 

6.4. 単元後の跳び箱運動の特性の捉え方から 

単元終了後に児童に｢跳び箱運動の楽しさとはどのよう

なものですか(自由記述･複数回答可)。また,今回の学習で

その楽しさは味わえましたか。｣とアンケートを行った。味

わえたかどうかは｢はい｣･｢どちらでもない｣･｢いいえ｣の３

段階で表すようにした。その結果,33 名中 30 名(約 90.9%)

の児童が今回の跳び箱運動の学習を通して楽しさを味わえ

たと回答した。｢どちらでもない｣･｢いいえ｣と回答した３名

の児童は本人たちが目指す動きの目標に達することができ

なかったと感じた児童であった。このうち２名の児童は単

元実施前のアンケートで跳び箱運動が｢やや嫌い｣と回答し

た児童であり,単元の学習を経ても跳び箱運動に対しての

苦手意識を払拭しきれず,そのことによって機能的特性を

満足に味わうことができなかったものと思われる。 

児童が考える跳び箱運動の楽しさについての回答を見る

と,33名中31名の児童が｢技ができるようになること･挑戦

のドキドキ･ワクワクを感じられること｣と回答しており,

筆者が定義した跳び箱運動の３つの機能的特性の②･③を

実際の学習を通して感じられたことが分かる。単元の学習

の過程で自らの成長を実感し,できなかったことができる

ようになる知識及び技能に関係した喜びや楽しみを実感で

きたことが推察できる。また,その他の回答を見てみると

｢どんな練習をすれば良いか考えること･自分に合った場を

探すこと｣などと思考力,判断力,表現力等に関係した回答

をした児童が６名,｢仲間からアドバイスや応援をもらった

こと･コツをお互いに教え合うこと｣など学びに向かう力,

人間性等に関係した回答をした児童が９名となっており, 
知識及び技能の学習内容に楽しさや興味関心を示す児童の

存在も明らかになった。これらの児童にとっての跳び箱運

動の特性についての回答が得られたのは,３つの資質･能力

をバランスよく育成するための手立てがあったためと筆者

は考える。知識及び技能に関係のある｢技ができるようにな

った｣ことについての跳び箱運動の特性を回答した児童が

多かったのは,今回の学習において多くの児童ができない

ことができるようになった経験を味わえたためと考えられ

る。そして,そのできるようになった経験の過程に自己の能

力に合った課題を見つけ,学習の場を選んだ活動や,仲間同

士で自分の役割を果たしながらアドバイスを伝え合った活

動がある。これらの３つの資質･能力を育むためにデザイン

された毎時間の学習によって,9 割以上の児童が運動の機能

的特性を味わうことができたのだと推察できる。 

 

７．研究のまとめ 

 本研究では,３つの資質･能力をバランスよく育成するた

めの学習の場や単元デザインの工夫をすることによって,

児童全員が運動の特性を味わうことができるかを明らかに

することをねらいとした。学習の場の工夫によって,様々な

技能や運動への意欲をもつ児童が自分の課題に合った場を

選び,進んで活動に取り組むことができた。単元デザインの

工夫によって,毎時間の育成を目指す資質･能力が明確にな

り,単元全体を通してバランスよく資質･能力を育成するこ

とができた。これらの結果,｢知識及び技能｣偏重型の跳び箱

運動の学習ではなく,３つの資質・能力をバランスよく育成

する学習によって,多くの児童に対して運動の機能的特性

を十分に味わわせることができたことが明らかになった。 

 今後の展望として,全員の児童が運動の特性を味わうた

めの単元デザインの研究をさらに続けていきたい。どの領

域,どの学年の学習であっても一人ひとりの児童が運動の

楽しさや喜びを感じながら生涯にわたって運動･スポーツ

に親しみ,心身ともに健やかに生きるための資質･能力を育

成するための体育授業を今後も研究･実践していきたい。 
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